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第
２
次
五
霞
町
障
害
者
計
画
・
第
４
期
五
霞
町
障
害
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
町
で
は
、
障
害
者
基
本
法
第
11
条

第
３
項
に
基
づ
く
「
五
霞
町
障
害
者

計
画
」
の
見
直
し
を
行
い
新
た
に

「
第
２
次
五
霞
町
障
害
者
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
「
第
３
期
五

霞
町
障
害
福
祉
計
画
」
の
見
直
し
時

期
と
な
る
こ
と
か
ら
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
・
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活

支
援
事
業
の
種
類
と
量
の
確
保
に
関

す
る
新
た
な
計
画
と
し
て
、
平
成
27

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
の
３
カ
年
を

計
画
期
間
と
す
る
「
第
４
期
五
霞
町

障
害
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
２
次
五
霞
町
障
害
者
計
画

　
基
本
理
念
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
社
会
の
実
現
」
を
具
現
化
す
る

た
め
、
次
の
６
つ
の
基
本
目
標
を
定

め
障
害
者
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

○
理
解
と
参
加
に
よ
る
福
祉
の
推
進

（
基
本
目
標
１
）

　
障
害
に
関
す
る
情
報
提
供
や
福
祉

教
育
の
実
践
等
を
通
じ
て
障
害
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
活
発
化
さ
せ
ま
す
。

○
自
立
し
た
生
活
を
応
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
（
基
本
目
標
２
）

　
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
サ

ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
と
サ
ー
ビ
ス
内

容
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
不
足

し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

○
と
も
に
学
び
と
も
に
育
つ
地
域
づ

く
り
（
基
本
目
標
３
）

　
一
人
ひ
と
り
の
障
害
の
状
態
に
対

応
し
た
教
育
、
育
成
支
援
を
図
り
、

人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た

切
れ
目
の
な
い
、
一
貫
し
た
支
援
体

制
を
構
築
し
ま
す
。

○
雇
用
と
就
労
支
援
の
充
実
（
基
本

目
標
４
）

　
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
障
害
の
あ
る
人
の
一
般
就
労
に

向
け
た
取
り
組
み
や
障
害
者
総
合
支

援
法
に
基
づ
く
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

○
継
続
的
な
保
健
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

（
基
本
目
標
５
）

　
心
身
の
健
康
や
障
害
に
対
す
る
正

し
い
知
識
の
普
及
と
疾
病
の
早
期
発

見
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
切
な
相

談
及
び
指
導
等
に
よ
り
早
期
治
療
、

療
育
に
つ
な
が
る
よ
う
、
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
安
心
と
安
全
の
地
域
づ
く
り
（
基

本
目
標
６
）

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
環
境
づ
く
り
の
実
現
に

努
め
ま
す
。
ま
た
災
害
時
の
初
期
活

動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
援
助

を
必
要
と
す
る
世
帯
の
状
況
等
を
把

握
し
な
が
ら
、
障
害
の
特
性
に
応
じ

た
避
難
体
制
の
強
化
を
推
進
し
て
い

く
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る
人
に
対

す
る
防
災
知
識
の
普
及
、
啓
発
を
図

り
ま
す
。

第
４
期
五
霞
町
障
害
福
祉
計
画

○
数
値
目
標
の
見
直
し

　
第
３
期
障
害
福
祉
計
画
（
平
成
24

〜
26
年
度
）
の
現
状
の
把
握
と
地
域

に
お
け
る
課
題
等
を
踏
ま
え
、
第
４

期
障
害
福
祉
計
画
と
し
て
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
見
込
量
や
方
策
を
定
め
ま
し

た
。

○
計
画
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方

１
．
連
携
体
制
の
充
実

・
関
係
機
関
、
団
体
の
実
情
を
十
分

に
把
握
し
な
が
ら
支
援
を
継
続
し
ま

す
。

・
町
民
の
自
主
的
な
活
動
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
地
域
で
解
決
で
き
な
い

問
題
に
対
し
て
は
、
「
自
助
・
共
助

・
公
助
」
の
考
え
に
基
づ
き
、
障
害

者
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
社
会
福
祉
協
議
会
は
福
祉
活
動
の

中
核
と
な
る
よ
う
、
活
動
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

・
庁
内
各
課
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

全
庁
が
一
体
と
な
っ
て
各
種
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

２
．
信
頼
さ
れ
る
支
援
体
制
の
整
備

・
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
、
地
域

生
活
支
援
事
業
の
周
知
と
利
用
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、
判
断
能
力
の
不

十
分
な
人
の
財
産
の
管
理
等
を
行
え

る
よ
う
、
成
年
後
見
制
度
の
周
知
と

利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

・
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
県
や
五
霞
町
障

害
者
総
合
支
援
協
議
会
と
の
連
携
を

図
り
、
総
合
的
な
相
談
支
援
体
制
の

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

・
障
害
の
あ
る
人
や
家
族
か
ら
の
相

談
に
応
じ
て
個
々
の
心
身
の
状
況
や

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
意
向
、
家
族
の
状

況
等
を
踏
ま
え
て
適
切
な
支
給
決
定

が
で
き
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
障
害
の
あ
る
人
の
自
己
決
定
を
尊

重
し
な
が
ら
意
見
決
定
の
支
援
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支

援
事
業
の
提
供
体
制
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

・
県
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
事

業
者
等
の
専
門
職
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
障
害
の
あ

る
人
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
間
の

苦
情
解
決
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り

当
事
者
間
で
解
決
で
き
る
よ
う
事
業

者
側
の
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
。

・
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
補
う
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、

障
害
の
あ
る
人
を
地
域
全
体
で
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
利
用
者
本
位
の
福
祉
の
実
現
を
目

指
す
た
め
、
専
門
的
、
客
観
的
な
立

場
か
ら
評
価
を
行
う
仕
組
み
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
評
価
基
準
の
作
成

や
既
存
事
業
所
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
加
え
て
事
業
所
を
指
定
す
る

際
の
基
準
作
成
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

３
．
推
進
体
制
の
充
実

・
古
河
・
坂
東
障
害
福
祉
圏
を
は
じ

め
と
す
る
近
隣
市
町
と
の
連
携
、
協

力
の
も
と
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

・
五
霞
町
障
害
者
総
合
支
援
協
議
会

を
一
層
充
実
さ
せ
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
全
体
の
調
整
、
連
携
の
核
と
し

た
運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
　
社
会
福
祉
Ｇ

　
☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）


